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過小規模校
（11学級以下）

「第二次区立小・中学校および区立幼稚園の適正配置基本方針」について

●現在の児童・生徒数はピーク時（昭和50年代）の6割となっている
●学校数は103校→98校（小学校65校、中学校33校）と大きく変わっていない
●区の将来人口推計による年代別人口の推移も減少の見込み

児童数(人) 学校数(校)

学校数(校)生徒数(人)

小学校

１ 区立小中学校の児童・生徒数の推移 ２ 適正配置の必要性

３ 適正規模の視点から見る候補校
中学校
平

平

令

令

2

将来推計によるR26年度の学級数の算出方法

学校別の児童・生徒数に人口推計増減率を掛け合わせ、20年後の学校規模を算出する。

学校別
児童･生徒数

※小学校19～24学級は許容範囲

人口増減率

適正規模校
（12～18学級）

過大規模校
（19学級以上）

過小規模、過大規模となる学校について検討を行う

令和５年
65校

令和５年
33校

＜第３次ビジョン推計による年代別人口の推移＞ ※年齢は各年１月１日現在
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昭和57年
24,114人

令和５年
13,482人

● 過小規模校はクラス替えができない、部活動が制限されるなど、教育環境の適正化が必要

● 過大規模校は施設に余裕がない、移動教室の見学場所が制限されるなど、教育環境の適正化

が必要

● 改築・改修には多額な費用がかかることから、それぞれの学校について改築や長寿命化改修

を行うべきか検討が必要

● 築60年を迎える学校が多い中で、改築計画と整合した適正配置の考え方が必要

⇒ R6.3策定の基本方針では、適正規模の視点と改築の視点を用い、
適正配置の対象校選定の考え方を整理

⇒ R7.3策定予定の実施計画では、基本方針の考え方に基づき対象校
を選定のうえ、区立小・中学校の適正配置を進める

※各年５月１日現在



４ 改築の視点から見る候補校

35人学級編制による学級数の増加等に伴う校舎の建築面積の拡大に加え、周辺道路の拡幅や建築
基準法等の改正による規制の強化等により様々な制約を受けるため、運動場面積が現在に比べて小
さくなってしまう懸念がある。改築後に望ましい運動場面積を確保できない可能性のある学校を抽
出する。

隣接する学校で、改築後に

余剰教室があるか
を確認

改築に課題のある学校の抽出方法

近隣校で受け入れできるか

（１） で算出した20年後の過小規模校・過大規模校

（２） で抽出した改築に課題のある学校

５ 適正配置対象校の選定フロー

❶
候補校を
抽出

❷
複数の観点
で検討

❸
対象校を
決定

3

適正配置後の

通学距離の目安
を大きく超えないか確認

③ 近隣校の受け入れ可否

② 通学距離

１対１を原則（最大２校への分散も可）

① 適正配置後の学校規模

④ 人口変動の要素

適正配置後、
過大規模にならないか

適正配置後の学校規模が

適正規模（12～18学級）
を維持できるか確認

まちづくりや鉄道路線の延長など

人口が大きく変動する
見込みはないか確認

東京都教育人口等推計も
考慮のうえ検討

学習指導要領が求めている授業に

必要な規模を想定。

統合する場合は、左記の望ましい

運動場面積の確保を目指す。

（参考）望ましい運動場面積について

100mトラック、直線走路50m確保
150mトラック、直線走路100m確保

「受入先となる学校」
「近隣校の統合・再編を優先する学校」
「改築時に再検討する学校」などを除き、
適正配置の対象となる学校を決定

３

※小学校は24学級まで許容範囲

４

3ｍ

4ｍ

※ 図は一例

道路

校舎

運動場

改築後に望ましい運動場面積を確保できない可能性のある学校を
「改築に課題のある学校」として抽出する

セットバックによる後退面積
歩道状空地・一団の空地面積
緑化・日影規制による離隔面積
必要な教室の増加等による建築面積

＜改築に際して考慮する要素＞

校舎

運動場

改 築

Ｎ

小学校

改築に際して考慮する要素を除いた敷地面積を運動場面積として算出

改築前 改築後

中学校

※概ね30分程度（小学校1.5km、
中学校２km程度）を目安

通学可能な距離か

「第二次区立小・中学校および区立幼稚園の適正配置基本方針」について
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適正配置基本方針に基づく評価結果

過小規模の学校（９校）

豊渓●、光が丘第一、石神井南、光が丘第二、
南が丘、大泉北、八坂●、練馬東、豊玉

適正配置候補校（16校）

度
豊渓●★、石神井南★、谷原、関、三原台、
石神井東、貫井●

★は過小・過大規模校

改築に課題のある学校（７校）

中村、大泉●

過大規模の学校（２校）

①学校規模 ②通学距離 ③受入可否

Ｒ6
実績

R26
ビジョン
推計

過大規模に
ならないか

直線距離2
km以内か

近隣校で
受入可能か

豊渓 5 5 10,818㎡ ○ ○ ○ ○

光が丘第一 8 8 14,999㎡ ○ ○ ○ ○

石神井南 10 10 11,296㎡ ○ ○ ○ ○

光が丘第二 9 11 14,957㎡ ○ ○ ○ ○

南が丘 9 8 19,065㎡ ○ ○ × ×

大泉北 9 8 14,598㎡ ○ × ○ ×

八坂 7 8 17,924㎡ ○ × ○ ×

練馬東 10 10 15,999㎡ × ○ ○ ×

豊玉 9 11 15,463㎡ ○ ○ × ×

谷原 14 13 14,650㎡ × ○ ○ ×

関 14 13 12,686㎡ × × ○ ×

三原台 15 14 13,057㎡ × ○ ○ ×

石神井東 16 15 11,105㎡ × ○ ○ ×

貫井 12 16 13,910㎡ × ○ ○ ×

中村 15 19 24,378㎡ ー ○ ○ ○

大泉 19 19 16,732㎡ ー ○ ○ ○

※ 以降、生徒数・学級数は通常学級のみ算出

過
大

規
模

学校名 敷地面積分類
総合
評価

過
小
規
模

改
築
課
題

学級数

南が丘、大泉北、八坂、練馬東、豊玉、谷原、
関、三原台、石神井東、貫井

選定フロー④で
対象外になった学校【４校】

石神井南、光が丘第二、中村、大泉

選定フロー①～③による評価
（16校）

選定フロー①～③で
対象外になった学校【10校】

結 果

●は長寿命化不可※改築済・改築予定の学校を除く

中学校

豊渓、光が丘第一

R26ビジョン推計 R11都推計

豊渓 5 6

光が丘第一 8 9

石神井南 10 9

光が丘第二 11 9

中村 19 14

大泉 19 19

学校名
将来推計（学級数）

④人口変動の要素

【考え方】
※ 過小規模は11学級以下、過大規模は19学級以上
だが、ボーダー付近は統合・再編の検討を一旦
保留し、過小規模は10学級以下、過大規模は20
学級以上を対象とする。

※ ただし、石神井南中は長寿命化改修実施中のため、
対象から除外する。

選定フロー④による評価
（６校）

選定フローで対象の学校

選定フローで対象外の学校
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適正配置基本方針に基づく評価結果 小学校

過小規模の学校（７校）

光が丘第八、大泉第一、橋戸、春日、
豊玉第二、南が丘、南田中

度
大泉学園、大泉第六、石神井西、石神井台、
泉新●、富士見台●、練馬第三

改築に課題のある学校（７校）

開進第三、中村

過大規模の学校（２校）

①学校規模 ②通学距離 ③受入可否

Ｒ6
実績

R26
ビジョン
推計

過大規模に
ならないか

直線距離1.5
km以内か

近隣校で
受入可能か

光が丘第八 7 7 13,000㎡ △(田柄）○（秋の陽） ○ ○ ○

大泉第一 10 9 11,547㎡ △ ○ ○ ○

橋戸 12 10 10,129㎡ ○ ○ ○ ○

春日 12 11 10,705㎡ △ ○ ○ △

豊玉第二 11 11 7,552㎡ △ ○ ○ △

南が丘 12 11 9,894㎡ △ ○ ○ △

南田中 13 11 14,278㎡ △ ○ ○ △

大泉学園 12 12 9,210㎡ ○(大一）△（緑） ○ ○ ○

大泉第六 12 12 9,905㎡ × ○ ○ ×

石神井西 17 15 9,530㎡ × ○ ○ ×

石神井台 18 16 9,846㎡ × ○ × ×

泉新 18 16 9,376㎡ △ ○ × ×

富士見台 19 17 9,453㎡ × ○ ○ ×

練馬第三 17 18 9,106㎡ × ○ ○ ×

開進第三 24 26 8,394㎡ ー ○ ○ ○

中村 27 30 13,881㎡ ー ○ ○ ○

※ 以降、児童数・学級数は通常学級のみ算出 ※ △は許容範囲

学校名 敷地面積

過
大

規
模

分類
総合
評価

過
小
規
模

改
築
課
題

学級数

大泉第六、石神井西、石神井台、泉新、
富士見台、練馬第三

R26ビジョン推計 R11都推計

光が丘第八 7 6

大泉第一 9 10

橋戸 10 10

春日 11 12

豊玉第二 11 12

南が丘 11 12

南田中 11 12

大泉学園 12 11

開進第三 26 19

中村 30 24

学校名
将来推計（学級数）

④人口変動の要素

光が丘第八、春日

選定フロー④で
対象外になった学校【８校】

大泉第一、橋戸、豊玉第二、南が丘、
南田中、大泉学園、開進第三、中村

選定フロー①～③による評価
（16校）

選定フロー④による評価
（10校）

選定フローで対象の学校

選定フローで対象外の学校

選定フロー①～③で
対象外になった学校【６校】

結 果

【考え方】
※ 過小規模は11学級以下、過大規模は25学級以上
だが、ボーダー付近は統合・再編の検討を一旦
保留し、過小規模は10学級以下、過大規模は26
学級以上を対象とする。

●は長寿命化不可※改築済・改築予定の学校を除く

※ 春日小は学区域変更での対応を検討する。

※ 大泉第一小、橋戸小は大江戸線延伸地域のため、
現時点での判断は見送る。

適正配置候補校（16校）



１ 候補校の基本情報

２ 適正配置後の学級規模

３ 適正配置後の通学距離

４ 近隣校の受け入れ可否

長寿命化可否築年数建築年校地面積

×59S41.310,818㎡

令和６年５月１日現在●生徒数・学級数

●施設保有情報

適正配置候補校の検討経過（豊渓中）

統合後の
学級規模R26年度R６年度

長寿命化
可否

築年数

築年数建築年 想定
学級数

R26年度
生徒数計学級数生徒数学級数生徒数

51285137×59S41.3豊渓中

12
○35282248242未41S59.3光が丘第一

中

12
○34782197235×53S47.3八坂中

※ 想定学級数︓学級数の最大値と最小値から平均値を出して算出

● 豊渓中は過小規模が続いており、
早急な対応が必要

● 近隣校も過小規模であり、いずれ
の学校とも１対１の統合が可能

● 豊渓中は長寿命化不可のため、早
急な判断が必要

● 隣接している旭町小との小中一貫
校化は、現在も将来も過小規模と
なるため行わない

評 価

光が丘第一中
八坂中

評 価

● 光が丘第一中、八坂中とも豊渓中の通学
区域から2km以内に位置している（2km
を超えている部分は商店等で住宅なし）

● 中学校に通学路はないが、八坂中の場合、
和光市を通過し、笹目通りを横断するため
光が丘第一中との統合が現実的

評 価

26
○

15
○

12
○35214,999㎡光が丘第一

中

34
○

24
○

12
○34717,924㎡八坂中

● 光が丘第一中は改築時に運動場面積を6,400㎡確保
した上で15教室を設置でき、想定される12学級を
受け入れられる見込み

● 八坂中は敷地が広く、より多くの教室を設置できる
が、通学経路に課題がある候

補
校

※ 設置可能教室数︓
改築後、必要な運動場面積
（6,400㎡・5,500㎡）
を確保した上で設置できる
普通教室数（机上計算値）

改築後の
設置可能教室数

統合後の
学級規模

校地面積
5,500㎡6,400㎡想定

学級数
R26年度
生徒数計

ーー10,818㎡豊渓中

合 計３年生２年生１年生

137385544生徒数

5122学級数

八坂中

豊渓中

174311230312333○
２F体60S40.3旭町小

＊校地面積が狭く改築に課題のある学校

4 4
5 6 5 5 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 5 5 5 5 5 5 5 55

6 6 6 6 6
122 122 130 131

137 137 140 140 142 147 148 147 144 140 139 136 135 134 130 128 125 125 125 126 127 128

137
151 141

154 152 153

0

5

10

15

20

0

50

100

150

200

令元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
学級数(実績･ビジョン推計) 学級数(都推計) 生徒数(実績･ビジョン推計) 生徒数(都推計)

●生徒数推移（R7以降は推計 ※ビジョン推計は35人学級で計算）
(人) (学級)

● 小中一貫教育校の検討

※ 小中一貫教育校の過小規模となる

候
補
校

生徒数

距離

敷地

豊渓中

光が丘第一中
八坂中

候
補
校

過小 改築

6

光が丘第一中
八坂中

候
補
校

R11年度
都推計

R26年度
ビジョン推計

候補校

学級数生徒数学級数生徒数

61535128豊渓中

※ 学級数︓11学級、9～10学級、8学級以下

光が丘第一中

評 価
５ 人口変動の要素（都推計考慮）

※ 過小規模のボーダー付近は統合・再編の
検討を保留。両推計で10学級以下を対象

※ 「－」は他校を受け入れる余裕教室なし

笹目通り

2 km

板橋区

和光市



10 考えられるスケジュール

７ 適正配置の方向性

豊渓中と光が丘第一中を統合・再編案１

メリット・デメリット

豊渓中と八坂中を統合・再編案２

適正配置の方法

デ メ リ ッ トメ リ ッ ト

・統合前の通学距離が400m程度であった生徒は、
統合後2km（最長）になる

・豊渓中、光が丘第一中の２校の過小規模を解消し、
１対１の統合で教育環境を確保できる（適正規模
の見込み）

・現校舎で受け入れできる

・通学経路に課題がある
・八坂中の改築着手は当面先であるため、豊渓中の
過小規模が早期に解消できない

・豊渓中、八坂中の２校の過小規模を解消し、１対１
の統合で教育環境を確保できる（適正規模の見込
み）

・現校舎で受け入れできる

案１

案２

適正配置候補校の検討経過（豊渓中）

８ 適正配置の実現可能性

評 価状 況

○

○ ビジョン推計では、豊渓中と光が丘第
一中の統合予定のR11年時点で、14学
級(410人)となる

○ R11年度の都推計では、12学級（414
人）である

生徒数

○
○ 光が丘第一中の教室数は、現用普通教
室8、転用可能教室7があり、教室数に
余裕がある

教室数

○

○ 2km以内で通学可能
△ 統合前の通学距離が400m程度であっ
た生徒は、統合後2km程度（最長）に
なる

通学距離
(直線距離)

６ 受け入れ候補校の将来推計

光が丘第一中
評 価状 況

○

○ 両校に特別支援学級はない

特別支援
学級

△
△ 両校の避難拠点運営連絡会の調整
が必要避難拠点

豊渓中と光が丘第一中を統合・再編

案１

案２

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18

豊渓中
築59 60 61 62 63

光が丘第一中
築41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53

R11統合・再編公表 (地域調整) (統合準備)

公表 (地域調整) (統合準備)

豊渓中

過小 改築

7

案１可能性のある案

8 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 8 8 8 8 8 8 8 88 9 8 8 8 9

242 247 248 252 261 262 260 255 247 246 241 239 237 229 225 220 220 221 222 223 224

242 257 247 242 255 261
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400

令6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

学級数(ビジョン推計) 学級数(都推計) 生徒数(ビジョン推計) 生徒数(都推計)

(人) (学級)

八坂中

7 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 8 8 8 8 8 8 8 87 7 7 6 7 8

235 240 241 245 254 255 253 248 241 240 235 233 231 224 220 215 215 216 217 218 219

235 229 225 217 237 237
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令6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

学級数(ビジョン推計) 学級数(都推計) 生徒数(ビジョン推計) 生徒数(都推計)

(人) (学級)

９ 評価まとめ

◆ 豊渓中は現在５学級で、今後も同程度の見込み
◆ 近隣の光が丘第一中は現在８学級で、今後も過小規模が続く見込み
◆ 両校とも、ビジョン推計、都推計とも同様の傾向を示している
◆ 光が丘第一中を改築しなくても、現校舎で豊渓中生徒を受入可能
◆ 豊渓中は現在築59年で長寿命化できないため、早急な判断が必要となる

敷地︓光が丘第一中（現校舎）
令和11年度を目途に、豊渓中と光が丘第一中を統合・再編する方向で検討する



１ 候補校の基本情報

２ 適正配置後の学級規模

３ 適正配置後の通学距離

４ 近隣校の受け入れ可否

長寿命化可否築年数建築年校地面積

未41S59.314,999㎡

令和６年５月１日現在●生徒数・学級数

●施設保有情報

適正配置候補校の検討経過（光が丘第一中）

統合後の
学級規模R26年度R６年度

長寿命化
可否

築年数

築年数建築年 想定
学級数

R26年度
生徒数計学級数生徒数学級数生徒数

82248242未41S59.3光が丘第一
中

12
○35251285137×59S41.3豊渓中

17
○529113059324未38S62.3光が丘第二

中

19
×6031337912407未37S63.3光が丘第三

中

20
×6271340314487未48S52.3谷原中

● 光が丘第一中は現在8学級であり、
今後も過小規模が続く見込み

● 近隣で統合可能なのは豊渓中と光
が丘第二中で、両校とも過小規模

● 豊渓中は長寿命化不可のため、早
急な判断が必要

● 光が丘第二中は築年数が浅く、改
築まで期間がある

評 価

豊渓中
光が丘第二中

評 価

● 光が丘第一中の通学区域すべてが光が丘第二中
から1.5km以内（超えている部分は公園）

● 豊渓中からも2km以内で通学可能

評 価

ーー12
○35210,818㎡豊渓中

29
○

19
○

17
○52914,957㎡光が丘第二

中

● 光が丘第二中は改築時に運動場面積を6,400㎡確保
した上で必要な教室を設置できる見込み

候
補
校

※ 設置可能教室数︓
改築後、必要な運動場面積
（6,400㎡・5,500㎡）
を確保した上で設置できる
普通教室数（机上計算値）

改築後の
設置可能教室数

統合後の
学級規模

校地面積
5,500㎡6,400㎡想定

学級数
R26年度
生徒数計

261514,999㎡光が丘第一
中

合 計３年生２年生１年生

242688688生徒数

8233学級数 光が丘
第一中

谷原中

光が丘
第二中

光が丘
第三中

６ 評価まとめ

光が丘第一中は豊渓中との統合・再編の検討を優先する

◆ 光が丘第一中生徒を受け入れることができるのは光が丘第二中のみである
◆ 光が丘第二中の築年数は38年と浅く、改築時期まで時間がある
◆ 光が丘第一中は同じく過小規模である豊渓中の統合候補となる

9 9 10
8 8 8 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 8 8 8 8 8 8 8 88

9
8 8 8 9

248 254
282 267 266 242 247 248 252 261 262 260 255 247 246 241 239 237 229 225 220 220 221 222 223 224

242 257 247242 255 261
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令元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
学級数(実績･ビジョン推計) 学級数(都推計) 生徒数(実績･ビジョン推計) 生徒数(都推計)

●生徒数推移（R7以降は推計 ※ビジョン推計は35人学級で計算）
(人) (学級)

豊渓中
光が丘第二中

候
補
校

豊渓中
光が丘第二中

候
補
校

生徒数

距離

敷地

光一中

豊渓中

8

R11年度
都推計

R26年度
ビジョン推計候補校

学級数生徒数学級数生徒数

92618224光が丘第一中

※ 学級数︓11学級、9～10学級、8学級以下

過小

※ 「－」は他校を受け入れる余裕教室なし

※ 想定学級数︓学級数の最大値と最小値から平均値を出して算出

５ 人口変動の要素（都推計考慮）
評 価

※ 過小規模のボーダー付近は統合・再編の
検討を保留。両推計で10学級以下を対象

2 km



１ 候補校の基本情報

２ 適正配置後の学級規模

３ 適正配置後の通学距離

４ 近隣校の受け入れ可否

合 計６年生５年生４年生３年生２年生１年生

187343129392628児童数

7111211学級数

長寿命化可否築年数建築年校地面積

未36H1.313,000㎡

令和６年５月１日現在●児童数・学級数

●施設保有情報

適正配置候補校の検討経過（光が丘第八小）

統合後の
学級規模R26年度R６年度

長寿命化
可否

築年数

築年数建築年 想定
学級数

R26年度
児童数計学級数児童数学級数児童数

71727187未36H1.3光が丘第八
小

22
△6441747218523○59S41.3田柄小

17
○4841231212341未48S52.3光が丘

秋の陽小 ● 光が丘第八小は20年以上過小規模
が続いており、早急な対応が必要

● 両校とも１対１の統合が可能
● 光が丘秋の陽小は築年数が浅く、
改築まで期間がある

● 光が丘第八小は特別支援学級があ
るため、必要な教室数を備える必
要がある

評 価

評 価

● 光が丘第八小の通学区域のすべてが光が
丘秋の陽小から1km以内

● 田柄小までは最長距離でも1.5km以内

評 価

77
○

71
○

22
△64415,836㎡田柄小

37
○

32
○

17
○48411,992㎡光が丘

秋の陽小

● 特に田柄小は敷地に余裕があり、改築後は統合後の
児童を受け入れられる見込み

● 両校とも現校舎での受け入れは難しい候
補
校

※ 設置可能教室数︓
改築後、必要な運動場面積
（3,500㎡・3,000㎡）
を確保した上で設置できる
普通教室数（机上計算値）

改築後の
設置可能教室数

統合後の
学級規模

校地面積

3,000㎡3,500㎡想定
学級数

R26年度
児童数計

403413,000㎡光が丘第八
小

＊特別支援学級あり
光が丘
第八小

光が丘
秋の陽小

田柄小

9 9 7 7 7 7 8 8 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 77 7 7 7 6 6

216 222 220 218
197 187 189 187 186 183 180 179 174 172 170 167 166 164 165 166 167 168 169 170 171 172

187 170 160 156 137 142
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令元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
学級数(実績･ビジョン推計) 学級数(都推計) 児童数(実績･ビジョン推計) 児童数(都推計)

●児童数推移（R7以降は推計）

光が丘秋の陽小
田柄小

児童数

距離

敷地

(人) (学級)

光八小

候
補
校

光が丘秋の陽小
田柄小

候
補
校

光が丘秋の陽小
田柄小

9

R11年度
都推計

R26年度
ビジョン推計

候補校

学級数児童数学級数児童数

61427172光が丘第八小

※ 学級数︓11学級、9～10学級、8学級以下

過小

※ 想定学級数︓学級数の最大値と最小値から平均値を出して算出

５ 人口変動の要素（都推計考慮）
評 価

※ 過小規模のボーダー付近は統合・再編の
検討を保留。両推計で10学級以下を対象

1.5 km

板橋区



10 考えられるスケジュール

適正配置候補校の検討経過（光が丘第八小）

８ 適正配置の実現可能性

評 価状 況

○

○ R６年度時点で光が丘第八小学区の
田柄小側の児童は77人、光が丘秋の陽
小側の児童は81人で、統合後の学級規
模に問題ない（田柄小21学級程度、光
が丘秋の陽小15学級程度）

児童数

○

○ 田柄小は改築するため、予め必要な教
室数を備えることが可能

○ 光が丘秋の陽小の教室数は、現用普通
教室12、転用可能教室4があり、16学
級まで対応可能

教室数

○○ 対象地域からの通学距離は1.5km以内通学距離
(直線距離)

評 価状 況

△

○ 田柄小は改築するため、予め必要
なスペースを備えることが可能

△ 田柄小は年度により空き状況に
ばらつきがある

△ 光が丘秋の陽小が医療救護所にな
ると学童を空ける必要がある

学童クラブ

○

○ 光が丘第八小に特別支援学級あり
○ 田柄小は改築するため、予め必要
な教室数を備えることが可能

特別支援
学級

△
△ 両校の避難拠点運営連絡会の調整
が必要

避難拠点

７ 適正配置の方向性

光が丘第八小と田柄小を統合・再編案１

田柄小、光が丘秋の陽小の２校へ統合・再編案２

適正配置の方法

６ 受け入れ候補校の将来推計

18 18 18 18 18 18 18 17 17 17 17 17 16 16 17 17 17 17 17 17 1718 17 17
15 16 15

523 527 521 518 508 498 496 483 477 470 463 460 456 458 460 462 465 467 469 471 472
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学級数(ビジョン推計) 学級数(都推計) 児童数(ビジョン推計) 児童数(都推計)

(人)

田柄小
(学級)

光が丘秋の陽小

12 13 13 13 13 13 13 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 1212 12 12 12 12 12
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令6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

学級数(ビジョン推計) 学級数(都推計) 児童数(ビジョン推計) 児童数(都推計)

(人)

案１

案２

メリット・デメリット

デ メ リ ッ トメ リ ッ ト

・特別支援学級も通学先の変更が必要になる
・小中の学区域が整合しなくなる

・１対１の統合で教育環境を確保できる

（許容範囲の見込み）

・特別支援学級も通学先の変更が必要になる
・在籍中に実施した場合、児童を分断することに
なる

・小中の学区域が整合しなくなる

・より近い学校に通学できる（最長850m）
・交通量の多い光が丘公園の外周道路を渡らずに通
学できる

田柄小、光が丘秋の陽小の２校へ統合・再編

案２

案１

案２

案２

(学級)

10

光八小

過小

９ 評価まとめ

◆ 光が丘第八小は現在７学級で、20年以上過小規模が続いている
◆ ビジョン推計、都推計とも同様の傾向を示している
◆ 近隣の田柄小、光が丘秋の陽小の現校舎では受け入れることはできない(要改築)
◆ 田柄小（築59年）の改築に合わせた検討が必要である
◆ 光が丘秋の陽小の築年数は48年と浅く、改築時期まで時間がある

敷地︓田柄小〈改築〉（光が丘秋の陽小〈現校舎〉）

田柄小の改築に合わせて光が丘第八小を統合・再編（令和16～18年頃）する
方向で検討する
その際、一部を光が丘秋の陽小の通学区域へ編入することについても検討する

田柄小の改築に合わせて統合・再編する方向で検討（令和16～18年頃）
※一部光が丘秋の陽小の通学区域への編入も検討可能性のある案



１ 候補校の基本情報

２ 適正配置後の学級規模

３ 適正配置後の通学距離

４ 近隣校の受け入れ可否

合 計６年生５年生４年生３年生２年生１年生

302546146514347児童数

12222222学級数

長寿命化可否築年数建築年校地面積

未43S56.1210,705㎡

令和６年５月１日現在●児童数・学級数

●施設保有情報

適正配置候補校の検討経過（春日小）

● １対1で統合可能なのは練馬小、練
馬第二小であるが、練馬小との統合
は都推計でR11年度に723人(24学
級)と許容範囲上限となるため難しい

● 練馬小は長寿命化できないため改
築対象校とした(学校施設実施計画）

● 練馬第二小は２階体育館の配置シ
ミュレーションで春日小の受入れ
不可と判断

● 以上のことから、学区域変更で
春日小の過小規模の解消を検討する

評 価

評 価

● 高松小、練馬小の通学区域の一部は環八を跨いて
おり（図の 部分）、通学区域の変更で適正規
模を確保できる可能性がある

● 部分は、春日小まで1km以内

評 価

● 築年数が比較的浅い春日小は、現校舎で最大14教室確保できる
ため、 部分を中心に児童数のバランスを取るのが現実的

● 春日小の児童数302人と 部分の児童数60人（R6時点）を合わ
せると362人（14学級）であり、春日小の現校舎の14教室（最大）
で受け入れられる見込み

統合後の
学級規模R26年度R６年度

長寿命化
可否

築年数

築年数建築年 想定
学級数

R26年度
児童数計学級数児童数学級数児童数

1127212302未43S56.12春日小

23
△6831541116453×62S38.3

(R8改築)練馬小

24
△7141644215419○

2F体61S39.3練馬第二小

25
×7421747018520－0改築中練馬東小

26
×7841851217485－0改築中向山小

28
×8772160521665○57S43.3高松小

春日小

練馬小

高松小

向山小

練馬東小
練馬小
高松小

候
補
校

現校舎の
教室数
（最大）

R６年度
校地面積

学級数児童数

141230210,705㎡春日小

練馬第二小

練馬・練馬東・向山・
練馬第二・高松
（学区域変更）

候
補
校

練馬小
高松小

候
補
校

児童数

12 11 11 11 11 12 12 12 12 11 11 11 11 11 11 11 10 10 10 10 11 11 11 11 11 1112 12 12 12 12 12

287 300 304 306 295 302 304 300 298 292 286 285 278 275 271 267 265 263 264 265 266 268 269 270 271 272

302 312 296 294 278
280
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令元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
学級数(実績･ビジョン推計) 学級数(都推計) 児童数(実績･ビジョン推計) 児童数(都推計)

(人) (学級)

●児童数推移（R7以降は推計）

距離

敷地

春日小

14学級の想定児童数︓
354～388人

部分
R6居住
児童数

R６年度
校地面積

学級数児童数

60
1645312,243㎡練馬小

2166511,067㎡高松小

※すでに春日小やその他学校
に通学している児童を除く

春日小
302人

該当児童
60人

362人
14学級の想定児童数以内

11

R11年度
都推計

R26年度
ビジョン推計候補校

学級数児童数学級数児童数

1228011272春日小

※ 学級数︓11学級、9～10学級、8学級以下

過小

※ 想定学級数︓学級数の最大値と最小値から平均値を出して算出

５ 人口変動の要素（都推計考慮）
評 価

※ 過小規模のボーダー付近は統合・再編の
検討を保留。両推計で10学級以下を対象

学区域変更

1.5 km

1 km

̶

環状八号線（環八）



10 考えられるスケジュール

７ 適正配置の方向性

メリット・デメリット

練馬小、高松小の通学区域の一部
（図の 部分）を春日小に変更

適正配置の方法

デ メ リ ッ トメ リ ッ ト

・通学距離が統合前より300ｍ程度延長する児童がいる・環八を横断せずに通学できる

適正配置候補校の検討経過（春日小）

８ 適正配置の実現可能性

評 価状 況

○

○ R６年度時点で練馬小、高松小に通う
対象地域の児童数は60人（春日小とそ
の他、近隣校に通学している児童を除
く）。60人が春日小に通学すると過小
規模が解消できる

児童数

○

○ 春日小の教室数は、現用普通教室12教
室、転用可能教室2（郷土資料室等）が
あり、最大14学級まで対応可能（学校
と要相談）

教室数

○

○ 対象地域の児童の通学距離は１km以内
○ 環八を横断せずに通学できる
△ 統合前の通学距離が600mであった児
童は、統合後900m（最長）になる

通学距離
(直線距離)

６ 受け入れ候補校の将来推計

16 16 16 16 16 16 16 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 1516 16 16 17 17 17

453 457 452 449 441 433 431 420 415 409 403 400 396 398 400 402 404 406 408 410 411

453 439 447 455 453 443

0
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20
30
40
50
60

0
100
200
300
400
500
600

令6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

学級数(ビジョン推計) 学級数(都推計) 児童数(ビジョン推計) 児童数(都推計)

(人)

練馬小
(学級)

評 価状 況

○

○ 高松小、練馬小の待機が解消され
る可能性がある

△ 春日小は空きがあるが、学区域変
更で児童数が増えた場合、校内の
ワークスペースを学童のセカンド
ルームにする必要がある

学童クラブ

○
○ 学区域変更による影響なし

特別支援
学級

○

○ 学区域変更による影響なし

避難拠点

高松小

21 23 22 22 22 22 21 21 21 21 20 20 20 20 20 20 20 20 21 21 2121 21 20 20 19 18

665 670 662 658 646 634 631 615 608 599 590 586 581 584 587 590 594 597 600 603 605

665 655 631 627 620 603
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令6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

学級数(ビジョン推計) 学級数(都推計) 児童数(ビジョン推計) 児童数(都推計)

(人)

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19

春日小
築43年 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56

練馬小
築62年 63 64 65 66 67 68 69 1 2 3 4 5 6

高松小
築57年 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70

公表
(地域調整)

改築

学
区
域
変
更

公表

公表

(地域調整)

(地域調整)

(学級)

春日小

12

過小

９ 評価まとめ

◆ 春日小は現在12学級であるが、ビジョン推計では将来は過小規模となる見込み
◆ 春日小を受け入れ可能な学校は練馬小だが、都推計で増加傾向であり統合は困難
◆ 現状、近隣の練馬小、高松小の通学区域の一部は環八を跨いでいる
◆ 環八を跨がず春日小の通学区域とすることで過小規模の解消、通学の安全性確保につながる

令和９年度を目途に、練馬小・高松小の通学区域の一部を春日小に
編入する方向で検討する ※ 新入学１年生からを想定



１ 候補校の基本情報

長寿命化可否築年数建築年校地面積

未38S62.314,957㎡

令和６年５月１日現在●生徒数・学級数

●施設保有情報

適正配置候補校の検討経過（光が丘第二中）

合 計３年生２年生１年生

324108109107生徒数

9333学級数

9 9 10 9 9 9 11 11 12 12 12 12 12 11 11 11 11 11 11 11 10 10 11 11 11 119 9 9 9 9 9

265 284
306 318 329 324 330 331

337 349 351 348 342 332 331 325 323 321 311 305 298 299 300 301 303 305

324 318 324 335 335 338
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令元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
学級数(実績･ビジョン推計) 学級数(都推計) 生徒数(実績･ビジョン推計) 生徒数(都推計)

●生徒数推移（R7以降は推計 ※ビジョン推計は35人学級で計算）
(人) (学級)

光二中

２ 適正配置後の学級規模

統合後の
学級規模R26年度R６年度

長寿命化
可否

築年数

築年数建築年 想定
学級数

R26年度
生徒数計学級数生徒数学級数生徒数

113059324未38S62.3光が丘第二
中

22
×7051340013426×55S45.3練馬中

17
○52982248242未41S59.3光が丘第一

中

21
×6841337912407未37S63.3光が丘第三

中

22
×7081340314487未48S52.3谷原中

● 光が丘第二中は現在９学級であり、
今後も過小規模が続く見込み

● １対１で統合可能なのは光が丘
第一中のみ

● その他近隣校は統合すると過大規
模になる

評 価

光が丘第一中
候
補
校

生徒数

３ 適正配置後の通学距離

４ 近隣校の受け入れ可否

評 価

● 光が丘第二中の通学区域すべてが光が丘
第一中まで1km以内

評 価

26
○

15
×

17
○52914,999㎡光が丘第一

中

● 光が丘第一中は改築時に運動場面積を5,500㎡確保し、
想定される17学級を受け入れられる見込み

※ 設置可能教室数︓
改築後、必要な運動場面積
（6,400㎡・5,500㎡）
を確保した上で設置できる
普通教室数（机上計算値）

改築後の
設置可能教室数

統合後の
学級規模

校地面積
5,500㎡6,400㎡想定

学級数
R26年度
生徒数計

291914,957㎡光が丘第二
中

光が丘
第一中

谷原中
光が丘
第二中

光が丘
第三中

６ 評価まとめ

◆ 統合候補の光が丘第一中は、同じく過小規模の豊渓中との統合を検討
◆ 光が丘第二中の改築時期は当面先であり、今後の推移を見守る

距離

敷地

練馬中

光が丘第一中
候
補
校

光が丘第一中
候
補
校

光が丘第二中の改築時の状況を見て再検討

13

５ 人口変動の要素（都推計考慮）

R11年度
都推計

R26年度
ビジョン推計候補校

学級数生徒数学級数生徒数

933811305光が丘第二中

※ 学級数︓11学級、9～10学級、8学級以下

過小

※ 想定学級数︓学級数の最大値と最小値から平均値を出して算出

評 価

×
※ 過小規模のボーダー付近は統合・再編の
検討を保留。両推計で10学級以下を対象

1.5 km

２ km



１ 候補校の基本情報

２ 適正配置後の学級規模

３ 適正配置後の通学距離

４ 近隣校の受け入れ可否

長寿命化可否築年数建築年校地面積

長寿命化改修中64S36.311,296㎡

令和６年５月１日現在●生徒数・学級数

●施設保有情報

適正配置候補校の検討経過（石神井南中）

統合後の
学級規模R26年度R６年度

長寿命化
可否

築年数

築年数建築年 想定
学級数

R26年度
生徒数計学級数生徒数学級数生徒数

1029410355長寿命化
改修中64S36.3石神井南中

24
×7721647816578○59S41.3石神井中

20
×6201132611393×0S37.3

(R6改築)上石神井中

17
○51682229269未45S54.4南が丘中

● 石神井南中は現在10学級であり
今後も過小規模が続く見込み

● 南が丘中も過小規模であり、統
合した場合、R26年度に17学級

（516人）で適正規模を確保できる
● 石神井南中は現在、長寿命化改
修中で、築80年のタイミングと
南が丘中の築60年が同時期である

評 価

評 価

● 2km以内で通学可能な近隣校は、南が丘中のみ
● 石神井南中の通学区域の大半が南が丘中まで
1.5km以内で、最長距離でも２km以内

評 価

48
○

38
○

17
○51619,065㎡南が丘中

● 南が丘中は敷地に余裕があり、改築時に運動場面積
を6,400㎡確保した上で38教室を設置できる見込み

● 石神井南中は敷地が狭く、他校の受け入れは難しい

※ 設置可能教室数︓
改築後、必要な運動場面積
（6,400㎡・5,500㎡）
を確保した上で設置できる
普通教室数（机上計算値）

改築後の
設置可能教室数

統合後の
学級規模

校地面積
5,500㎡6,400㎡想定

学級数
R26年度
生徒数計

ーー11,296㎡石神井南中

合 計３年生２年生１年生

355117126112生徒数

10343学級数

６ 評価まとめ

南が丘中候
補
校

石神井南中
南が丘中

上石神井中

石神井中

＊校地面積が狭く改築に課題のある学校

◆ 石神井南中、南が丘中は今後も過小規模が続く見込みである
◆ 南が丘中の築年数は45年と浅く、改築時期まで時間がある
◆ 石神井南中は長寿命化改修実施中のため、第二次実施計画の対象から除外する

11 11 10 10 10 10 12 12 12 12 12 12 12 12 11 11 11 10 10 10 10 10 10 10 10 1010 10
9 9 9 9

353 375 355 358 350 355 357 353 359 359 361 357 351 337 326 317 307 296 288 288 292 292 292 292 293 294

355 350 338336 332338
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令元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
学級数(実績･ビジョン推計) 学級数(都推計) 生徒数(実績･ビジョン推計) 生徒数(都推計)

●生徒数推移（R7以降は推計 ※ビジョン推計は35人学級で計算）
(人) (学級)

南が丘中候
補
校

南が丘中候
補
校

生徒数

距離

敷地

石南中

14

R11年度
都推計

R26年度
ビジョン推計候補校

学級数生徒数学級数生徒数

933810294石神井南中

※ 学級数︓11学級、9～10学級、8学級以下

過小 改築

※ 想定学級数︓学級数の最大値と最小値から平均値を出して算出

石神井南中の改築時の状況を見て再検討

※ 「－」は他校を受け入れる余裕教室なし

評 価

※ 過小規模のボーダー付近は統合・再編の
検討を保留。両推計で10学級以下を対象

５ 人口変動の要素（都推計考慮）

杉並区



１ 候補校の基本情報

２ 適正規模上限までの学級規模（参考）

３ 適正配置後の通学距離

４ 近隣校の受け入れ可否

長寿命化可否築年数建築年校地面積

○54S46.324,378㎡

令和６年５月１日現在●生徒数・学級数

●施設保有情報

適正配置候補校の検討経過（中村中）

適正規模
上限までの
学級規模

R26年度R６年度
長寿命化
可否

築年数

築年数建築年 残
学級数

残
生徒数学級数生徒数学級数生徒数

1958815532○54S46.3中村中

7272113079278○60S40.3
(R7長寿)豊玉中

31391544012396○59S41.3開進第二中

21011647812430×62S38.3貫井中

● 中村中は現在適正規模で、R26年
度に19学級（588人）の過大規模
になる見込み

● 都推計ではR11年度に14学級
（523人）と適正規模であり、ビ
ジョン推計との差が大きい

● 学区域変更の検討が必要

評 価

評 価

● 学区域変更のため通学距離に問題はない

評 価

19
○

9
○727215,463㎡豊玉中

97
○

86
○313925,889㎡開進第二中

ーー210113,910㎡貫井中 ● 豊玉中、開進第二中は敷地に余裕があり、運動場面積
6,400㎡を確保した上で、一定の学級数を受け入れられ
る見込み

改築後の
余剰教室数

適正規模
上限までの
学級規模敷地面積

5,500㎡6,400㎡残
学級数

残
生徒数

24,378㎡中村中

合 計３年生２年生１年生

532191170171生徒数

15555学級数

６ 評価まとめ

中村中

豊玉中

開進第二中貫井中

◆ ビジョン推計では過大規模の見込みであるが、都推計では適正規模で減少傾向
◆ ビジョン推計は令和26年度に35人学級想定で19学級と1学級のみの超過である
◆ 改築による教育環境の確保を行った上で、支障が出る場合は学区域変更を検討

＊特別支援学級あり

14 14 15 15 15 15 17 17 17 18 18 17 17 17 17 17 16 16 17 18 19 19 19 19 19 19
15 15 15 15 15 14

499 509
561 560 548 532 525 528 538 555 549 544 534 530 521 514 503 501 536

575 607 603 599 595 592 588

532 523 544 554 561 523
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令元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
学級数(実績･ビジョン推計) 学級数(都推計) 生徒数(実績･ビジョン推計) 生徒数(都推計)

●生徒数推移（R7以降は推計 ※ビジョン推計は35人学級で計算）
(人) (学級)

生徒数

距離

敷地

中村中

豊玉中・開進第二中・
貫井中（学区域変更）

候
補
校

豊玉中・開進第二中・
貫井中（学区域変更）

候
補
校

豊玉中・開進第二中・
貫井中（学区域変更）

候
補
校

15

５ 人口変動の要素（都推計考慮）

R11年度
都推計

R26年度
ビジョン推計候補校

学級数生徒数学級数生徒数

1452319588中村中

※ 学級数︓19学級、20～21学級、22学級以上

過大

※ 「－」は他校を受け入れる余裕教室なし

次回令和10年度の計画策定時の状況を見て再検討

評 価

×
※ 過大規模のボーダー付近は統合・再編の
検討を保留。両推計で20学級以上を対象

1.5 km

２ km

̶

中野区

※ 余剰教室数︓
改築後、必要な運動場面積
（6,400㎡・5,500㎡）と
教室数を確保した上で、他
校の生徒を受け入れるため
に設置できる普通教室数
（机上計算値）



１ 候補校の基本情報

２ 適正規模上限までの学級規模（参考）

３ 適正配置後の通学距離

４ 近隣校の受け入れ可否

長寿命化可否築年数建築年校地面積

×61S39.316,732㎡

令和６年５月１日現在●生徒数・学級数

●施設保有情報

適正配置候補校の検討経過（大泉中）

適正規模
上限までの
学級規模

R26年度R６年度
長寿命化
可否

築年数

築年数建築年 残
学級数

残
生徒数学級数生徒数学級数生徒数

1958019702×61S39.3大泉中

31381544115532○53S47.3大泉第二中

31381544115533－4R2.11大泉西中

1035882219266未47S53.3大泉北中

21011647816578○59S41.3石神井中

41671441215497未47S53.3三原台中

● 大泉中は現在19学級であり、今
後も過大規模が続く見込み

● 近隣の大泉北中は過小規模で、そ
の他は適正規模である

● 学区域変更の検討が必要

評 価

評 価

● 西武池袋線を跨ぐ大泉第二中、石神井中への学区域変更
は現実的ではない

評 価

１
〇

１
〇313813,868㎡大泉西中

16
○

6
〇1035814,598㎡大泉北中

ーー416713,057㎡三原台中 ● 大泉西中、大泉北中は一定の学級数を受け入れ
られる見込み

● 三原台中は敷地が狭く、受け入れは難しい

改築後の
余剰教室数

適正規模
上限までの
学級規模敷地面積

5,500㎡6,400㎡残
学級数

残
生徒数

16,732㎡大泉中

合 計３年生２年生１年生

702217238247生徒数

19667学級数

６ 評価まとめ

大泉中
三原台中

大泉第二中

大泉西中

◆ ビジョン推計でも都推計でも過大規模になる見込み
◆ ビジョン推計は令和26年度に35人学級想定で19学級と1学級のみの超過である
◆ 改築による教育環境の確保を行った上で、支障が出る場合は学区域変更を検討

＊特別支援学級あり

20 20 20 19 19 19 21 21 21 21 21 20 20 19 19 18 18 17 17 17 17 18 18 18 18 1919 19 19 18 18 19

728 709 721 676 707 702 689 683 693 679 670 648 644 609 594 557 559 525 531 520 540 548 557 566 573 580

702 702 703 689 708 708
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学級数(実績･ビジョン推計) 学級数(都推計) 生徒数(実績･ビジョン推計) 生徒数(都推計)

●生徒数推移（R7以降は推計 ※ビジョン推計は35人学級で計算）
(人) (学級)

生徒数

距離

敷地

大泉中

大泉北中

石神井中

大泉西・大泉北・
三原台（学区域変更）

候
補
校

候
補
校

大泉第二・大泉西・
大泉北・石神井・
三原台（学区域変更）

候
補
校

大泉第二・大泉西・
大泉北・石神井・
三原台（学区域変更）
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５ 人口変動の要素（都推計考慮）

R11年度
都推計

R26年度
ビジョン推計

候補校
学級数生徒数学級数生徒数

1970819580大泉中

※ 学級数︓19学級、20～21学級、22学級以上

過大

※ 「－」は他校を受け入れる余裕教室なし

次回令和10年度の計画策定時の状況を見て再検討

評 価

※ 過大規模のボーダー付近は統合・再編の
検討を保留。両推計で20学級以上を対象

×

1.5 km

２ km

̶

西
東
京
市

※ 余剰教室数︓
改築後、必要な運動場面積
（6,400㎡・5,500㎡）と
教室数を確保した上で、他
校の生徒を受け入れるため
に設置できる普通教室数
（机上計算値）



１ 候補校の基本情報

２ 適正配置後の学級規模

３ 適正配置後の通学距離

４ 近隣校の受け入れ可否

合 計６年生５年生４年生３年生２年生１年生

283485048415640児童数

12222222学級数

長寿命化可否築年数建築年校地面積

未48S52.310,129㎡

令和６年５月１日現在●児童数・学級数

●施設保有情報

適正配置候補校の検討経過（橋戸小）

統合後の
学級規模R26年度R６年度

長寿命化
可否

築年数

築年数建築年 想定
学級数

R26年度
児童数計学級数児童数学級数児童数

1025812283未48S52.3橋戸小

● 橋戸小は現在12学級だが、将来
10学級で過小規模になる見込み

● 近隣の大泉第一小と統合した場
合、17学級の適正規模を確保でき
る見込み

● 大泉第一小は将来も9学級で過小
規模の見込みであるため、両校の
過小規模を解消できる

評 価

評 価

● 橋戸小の通学区域の大半が大泉第一小まで1km
以内で、最長距離でも1.5km以内

● 豊溪小、八坂小は1.5kmを超える地域がある

評 価

30
○

25
○

17
○48411,547㎡大泉第一小

ーー23
△6919,376㎡泉新小

● 大泉第一小は改築時に運動場面積を3,500㎡確保した
上で25教室を設置でき、想定される17学級を受け入れ
られる見込み

改築後の
設置可能教室数

統合後の
学級規模

校地面積
3,000㎡3,500㎡想定

学級数
R26年度
児童数計

151010,129㎡橋戸小

23
△6971643916484－0改築中豊溪小

27
×8121955421667未46S54.3北原小

17
○484922610251〇60S40.3大泉第一小

25
×7541849618549未51S49.3大泉北小

23
△6911643318521×56S44.3泉新小

21
△5991334113376○

２F体54S46.3八坂小

橋戸小

大泉第一小
大泉学園小

大泉北小

八坂小

泉新小

北原小

豊溪小

11 11 11 11 11 12 11 11 10 10 10 9 9 9 9 9 9 9 9 10 10 10 10 10 10 1012 12 12 11 11
10

278 276 268 257 259
283 278 269 262 253 246 236 230 228 225 228 228 234 238 242 246 249

252 254 256 258

283 295 296 285 293 267
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学級数(実績･ビジョン推計) 学級数(都推計) 児童数(実績･ビジョン推計) 児童数(都推計)

●児童数推移（R7以降は推計）
(人) (学級)

大泉第一小候
補
校 豊溪小･泉新小
･八坂小

大泉第一小候
補
校 豊溪小･泉新小
･八坂小

大泉第一小候
補
校 泉新小

児童数

距離

敷地

橋戸小
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※ 設置可能教室数︓
改築後、必要な運動場面積
（3,500㎡・3,000㎡）
を確保した上で設置できる
普通教室数（机上計算値）

R11年度
都推計

R26年度
ビジョン推計候補校

学級数児童数学級数児童数

1026710258橋戸小

※ 学級数︓11学級、9～10学級、8学級以下

過小

６ 評価まとめ

◆ 橋戸小を受け入れられる学校は大泉第一小のみ
◆ ビジョン推計、都推計とも過小規模だが、大江戸線延伸地域であり、推計を上回る人口の
増加が生じる可能性がある

◆ 大泉第一小は長寿命化可であるため、一定期間推移を見守ることが可能

大泉第一小は長寿命化改修をする方向で検討し、両校の改築時に再検討
※ 想定学級数︓学級数の最大値と最小値から平均値を出して算出

※ 「－」は他校を受け入れる余裕教室なし

大江戸線延伸地域

５ 人口変動の要素（都推計考慮）
評 価

※ 過小規模のボーダー付近は統合・再編の
検討を保留。両推計で10学級以下を対象

1.5 km



１ 候補校の基本情報

２ 適正配置後の学級規模

３ 適正配置後の通学距離

４ 近隣校の受け入れ可否

合 計６年生５年生４年生３年生２年生１年生

251483953324435児童数

10222121学級数

長寿命化可否築年数建築年校地面積

○60S40.311,547㎡

令和６年５月１日現在●児童数・学級数

●施設保有情報

適正配置候補校の検討経過（大泉第一小）

統合後の
学級規模R26年度R６年度

長寿命化
可否

築年数

築年数建築年 想定
学級数

R26年度
児童数計学級数児童数学級数児童数

922610251○60S40.3大泉第一小

24
△7221849618549未51S49.3大泉北小

18
○5261230012330○57S43.3大泉学園小

19
△5361231012341未44S55.8大泉学園桜

小

17
○4841025812283未48S52.3橋戸小

20
△5671334113376○

２F体54S46.3八坂小

● 大泉第一小は一部単学級で過小
規模が継続している

● 近隣のすべての学校と１対１の
統合が可能

● 橋戸小は将来10学級の過小規模
になる見込み

● 大泉学園小、橋戸小とも統合後
の学級数は適正規模の見込み

評 価

大泉学園･橋戸

評 価

● 大泉第一小の通学区域の大半が大泉学園小、大泉北小
まで1km以内で、最長距離でも1.5km以内

● 大泉学園桜・橋戸・八坂小までは1.5kmを超える

評 価

39
○

33
○

24
△72212,683㎡大泉北小

ーー18
○5269,210㎡大泉学園小

● 大泉学園小は敷地に余裕がなく、他校の児童を受け
入れできない

● 大泉北小は敷地に問題はないが、学級数は許容範囲
の上限となる

候
補
校

改築後の
設置可能教室数

統合後の
学級規模

校地面積

3,000㎡3,500㎡想定
学級数

R26年度
児童数計

302511,547㎡大泉第一小
10 10 10 10 10 10 10 9 9 9 9 8 8 8 8 8 8 8 8 9 9 9 9 9 9 910 11 10 10 10 10

267 250 250 250 245 251 247 239 232 224 218 209 203 201 198 201 201 207 210 213 216 219 221
223 225 226

251 250 248 237 244 227
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学級数(実績･ビジョン推計) 学級数(都推計) 児童数(実績･ビジョン推計) 児童数(都推計)

●児童数推移（R7以降は推計）

児童数

大泉北･桜･八坂

距離

大泉学園小

大泉学園桜小

大泉第一小

大泉北小

敷地

大泉学園小候
補
校 大泉北小

(人) (学級)

大一小

八坂小

橋戸小
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※ 設置可能教室数︓
改築後、必要な運動場面積
（3,500㎡・3,000㎡）
を確保した上で設置できる
普通教室数（机上計算値）

R11年度
都推計

R26年度
ビジョン推計候補校

学級数児童数学級数児童数

102279226大泉第一小

※ 学級数︓11学級、9～10学級、8学級以下

過小

※ 想定学級数︓学級数の最大値と最小値から平均値を出して算出

※ 「－」は他校を受け入れる余裕教室なし

６ 評価まとめ
◆ 大泉第一小を受け入れられる学校は大泉北小のみ
◆ 大泉第一小は同じく過小規模の橋戸小の受け入れ候補校である
◆ ビジョン推計、都推計とも過小規模だが、大江戸線延伸地域であり、推計を上回る人口の
増加が生じる可能性がある

◆ 大泉第一小は長寿命化可であるため、一定期間推移を見守ることが可能

大泉第一小は長寿命化改修をする方向で検討し、改築時に再検討

５ 人口変動の要素（都推計考慮）
評 価

※ 過小規模のボーダー付近は統合・再編の
検討を保留。両推計で10学級以下を対象大江戸線延伸地域

1.5 km

大泉学園･橋戸候
補
校 大泉北･桜･八坂



１ 候補校の基本情報

２ 適正配置後の学級規模

３ 適正配置後の通学距離

４ 近隣校の受け入れ可否

合 計６年生５年生４年生３年生２年生１年生

330614959554858児童数

12222222学級数

長寿命化可否築年数建築年校地面積

○57S43.39,210㎡

令和６年５月１日現在●児童数・学級数

●施設保有情報

適正配置候補校の検討経過（大泉学園小）

統合後の
学級規模R26年度R６年度

長寿命化
可否

築年数

築年数建築年 想定
学級数

R26年度
児童数計学級数児童数学級数児童数

1230012330○57S43.3大泉学園小

● 大泉学園小は適正規模だが、敷地
が狭く改築に課題のある学校である

● 近隣の大泉第一小は過小規模で、
統合した場合、18学級の適正規模
を確保できる見込み

● 大泉学園緑小、大泉学園桜小と統
合した場合、許容範囲の見込み

評 価

評 価

● 大泉学園小の通学区域の大半が大泉第一小、大泉学園緑小まで1km以内
● 大泉学園緑小までは大泉学園通りを横断する
● 大泉学園桜小までは1.5kmを超える地域がある

評 価

30
○

25
○

18
○52611,547㎡大泉第一小

29
○

23
×

24
△73011,104㎡大泉学園緑

小
● 大泉第一小は運動場面積を3,500㎡確保した上で25教
室を設置でき、想定の18学級を受け入れられる見込み

● 大泉学園緑小は、3,000㎡確保した上で29教室を設置
でき、想定される24学級を受け入れられる見込み

改築後の
設置可能教室数

統合後の
学級規模

校地面積

3,000㎡3,500㎡想定
学級数

R26年度
児童数計

ーー9,210㎡大泉学園小

18
○526922610251○60S40.3大泉第一小

26
×7961849618549未51S49.3大泉北小

24
△7301643017474未47S53.3大泉学園緑

小

21
△6101231012341未44S55.8大泉学園桜

小

12 12 12 12 12 12 13 12 12 12 11 11 11 11 10 11 11 11 11 11 11 11 12 12 12 1212 12 12 12 11 11

374 352 340 339 327 330 325 314 305 295 287 275 268 266 263 267 267 274 278 282 286 290 293
296 298 300

330 325 325 305 284
272
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学級数(実績･ビジョン推計) 学級数(都推計) 児童数(実績･ビジョン推計) 児童数(都推計)

●児童数推移（R7以降は推計）
(人) (学級)

大泉第一小候
補
校 大泉学園緑小･
大泉学園桜小

児童数

距離

敷地

＊特別支援学級あり

＊校地面積が狭く改築に課題がある学校

大泉第一小候
補
校
大泉学園緑小･
大泉学園桜小

大泉第一小
大泉学園小

大泉学園桜小

大泉学園緑小

大泉第一小候
補
校 大泉学園緑小

学園小

19

※ 設置可能教室数︓
改築後、必要な運動場面積
（3,500㎡・3,000㎡）
を確保した上で設置できる
普通教室数（机上計算値）

R11年度
都推計

R26年度
ビジョン推計候補校

学級数児童数学級数児童数

1127212300大泉学園小

※ 学級数︓11学級、9～10学級、8学級以下

改築

６ 評価まとめ

統合・再編は行わず、改築する方向で検討する

※ 想定学級数︓学級数の最大値と最小値から平均値を出して算出

◆ 大泉学園小は改築に課題があるが、現在もビジョン推計も適正規模である
◆ 大江戸線延伸地域であり、推計を上回る人口の増加が生じる可能性がある
◆ 候補校の大泉第一小は同じく過小規模の橋戸小の受け入れ候補校である

※ 「－」は他校を受け入れる余裕教室なし

評 価

×
※ 過小規模のボーダー付近は統合・再編の
検討を保留。両推計で10学級以下を対象

５ 人口変動の要素（都推計考慮）

大江戸線延伸地域

1.5 km

大泉学園通り



9 8 9 9 10 11 10 10 10 10 10 10 10 10 10 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 1111 11 12 12 12 12
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豊玉第二小

開進第三小

豊玉東小

豊玉南小

豊玉小

開進第二小

１ 候補校の基本情報

２ 適正配置後の学級規模

３ 適正配置後の通学距離

４ 近隣校の受け入れ可否

合 計６年生５年生４年生３年生２年生１年生

258473038375650児童数

11212222学級数

長寿命化可否築年数建築年校地面積
○

（２F体）61S39.37,552㎡

令和６年５月１日現在●児童数・学級数

●施設保有情報

●児童数推移（R7以降は推計）
(人) (学級)

適正配置候補校の検討経過（豊玉第二小）

＊区内で最も校地面積の狭い学校

統合後の
学級規模R26年度R６年度

長寿命化
可否

築年数

築年数建築年 想定
学級数

R26年度
児童数計学級数児童数学級数児童数

1127111258○
２F体61S39.3豊玉第二小

26
×7891851817493○53S47.2豊玉小

22
△6471437613360○60S40.3豊玉東小

28
×8532058219554－14H23.2豊玉南小

26
×7891851817493○62S38.3開進第二小

33
×1,0462677524739○

2F体43S57.3開進第三小

● 豊玉第二小は一部単学級で過小
規模が継続している

● １対１で統合可能なのは豊玉
東小のみ

● 豊玉第二小は長寿命化できるが、
体育館が２階にあるため改築か
統合か判断が必要。豊玉東小は改
築時期も近く統合候補

● 豊玉第二小と豊玉東小を統合し
た場合、22学級で許容範囲

評 価

豊玉東小

評 価

● 豊玉第二小の通学区域の大半が豊玉東小
まで1km以内で、最長距離でも1.5km以内

● 多くの児童が環七を横断することになる

評 価

26
○

20
×

22
△64710,514㎡豊玉東小

● 豊玉東小は改築時に運動場面積を3,000㎡確保した上で26教室
を設置でき、想定される22学級を受け入れられる見込み

候
補
校

改築後の
設置可能教室数

統合後の
学級規模

校地面積

3,000㎡3,500㎡想定
学級数

R26年度
児童数計

ーー7,552㎡豊玉第二小

＊特別支援学級あり

距離

敷地

児童数

豊玉東小候
補
校

豊玉東小
候
補
校

豊二小

20

※ 設置可能教室数︓
改築後、必要な運動場面積
（3,500㎡・3,000㎡）
を確保した上で設置できる
普通教室数（机上計算値）

R11年度
都推計

R26年度
ビジョン推計候補校

学級数児童数学級数児童数

1233711271豊玉第二小

※ 学級数︓11学級、9～10学級、8学級以下

過小

6 評価まとめ

※ 想定学級数︓学級数の最大値と最小値から平均値を出して算出

◆ ビジョン推計で過小規模になる見込みだが、都推計で令和11年度に適正規模になる
◆ 豊玉第二小は2階に体育館がある学校で、改築時期も迫っている
◆ 豊玉東小と統合すると、多くの児童が環七を横断することになる

※ 「－」は他校を受け入れる余裕教室なし

５ 人口変動の要素（都推計考慮）
評 価

×
※ 過小規模のボーダー付近は統合・再編の
検討を保留。両推計で10学級以下を対象

環状七号線（環七）

統合・再編は行わず、改築する方向で検討する



１ 候補校の基本情報

２ 適正配置後の学級規模

３ 適正配置後の通学距離

４ 近隣校の受け入れ可否

合 計６年生５年生４年生３年生２年生１年生

337506164516744児童数

12222222学級数

長寿命化可否築年数建築年校地面積

未49S51.39,894㎡

令和６年５月１日現在●児童数・学級数

●施設保有情報

適正配置候補校の検討経過（南が丘小）

統合後の
学級規模R26年度R６年度

長寿命化
可否

築年数

築年数建築年 想定
学級数

R26年度
児童数計学級数児童数学級数児童数

1128212337未49S51.3南が丘小

21
△6261334414413×59S41.3石神井東小

31
×9652368326819－4R2.7下石神井小

20
△5691128713343○57S43.3南田中小

● 南が丘小は現在12学級だが、将来11学級で過小規模になる見込み
● 近隣の石神井東小、南田中小と統合した場合、許容範囲となる
● 石神井東小は長寿命化できないため改築対象校
● 南田中小も現在13学級だが、将来11学級で過小規模になる見込み

評 価

石神井東小
南田中小

評 価

● 南が丘小のすべての通学区域から石神井東小まで1km以内
● 南田中小までは、一部1kmを超える
● 南田中小と統合した場合、笹目通りを横断することになる

評 価

38
○

32
○

21
△62612,455㎡石神井東小

49
○

44
○

20
△56914,278㎡南田中小

● 石神井東小は改築時に運動場面積を3,500㎡確保した上で32教室を
設置でき、想定される21学級を受け入れられる見込み

● 南田中小は敷地に余裕があるが、通学経路に課題がある

候
補
校

南が丘小

石神井東小

石神井東小
南田中小

候
補
校

※ 設置可能教室数︓
改築後、必要な運動場面積
（3,500㎡・3,000㎡）
を確保した上で設置できる
普通教室数（机上計算値）

改築後の
設置可能教室数

統合後の
学級規模

校地面積

3,000㎡3,500㎡想定
学級数

R26年度
児童数計

19139,894㎡南が丘小

12 12 12 12 12 12 13 13 13 12 12 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 1112 12 12 12 12
12

358 364 359 354 363 337 334 328 321 314 303 292 284 279 276 272 272 275 276 276 277 278 279 280 281 282

337 337 316 293 285
256
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学級数(実績･ビジョン推計) 学級数(都推計) 児童数(実績･ビジョン推計) 児童数(都推計)

●児童数推移（R7以降は推計）
(人) (学級)

候
補
校

児童数

距離

敷地

南が丘小

石神井東小
南田中小

南田中小

21

R11年度
都推計

R26年度
ビジョン推計候補校

学級数児童数学級数児童数

1225611282南が丘小

※ 学級数︓11学級、9～10学級、8学級以下

６ 評価まとめ

次回令和10年度の計画策定時の状況を見て再検討

過小

※ 想定学級数︓学級数の最大値と最小値から平均値を出して算出
◆ 現在適正規模であり、ビジョン推計で過小規模になる見込みだがボーダーである
◆ 都推計では、令和11年度に適正規模となっている
◆ 受け入れ候補校の石神井東小は長寿命化不可だが、改築は令和11年度以降の見込み
◆ 南が丘小の築年数は49年と浅い

評 価

×
※ 過小規模のボーダー付近は統合・再編の
検討を保留。両推計で10学級以下を対象

５ 人口変動の要素（都推計考慮）

1.5 km

笹目通り

下石神井小



南田中小

南が丘小

石神井小
石神井東小

下石神井小

光和小

谷原小

富士見台小

１ 候補校の基本情報

２ 適正配置後の学級規模

３ 適正配置後の通学距離

４ 近隣校の受け入れ可否

合 計６年生５年生４年生３年生２年生１年生

343517256486551児童数

13232222学級数

長寿命化可否築年数建築年校地面積

○57S43.314,278㎡

令和６年５月１日現在●児童数・学級数

●施設保有情報

適正配置候補校の検討経過（南田中小）

統合後の
学級規模R26年度R６年度

長寿命化
可否

築年数

築年数建築年 想定
学級数

R26年度
児童数計学級数児童数学級数児童数

1128713343○57S43.3南田中小

● 南田中小は現在13学級だが、将来
11学級で過小規模になる見込み

● 近隣で統合可能なのは石神井東小
だが、南が丘小との統合候補

● 南田中小は改築時に近隣の大規模
校からの学区域変更も検討できる

● その他近隣校は統合すると過大規
模になる

評 価

評 価

● 石神井東小と統合した場合、笹目通り
を横断することになる

● 近隣の下石神井小は過大規模で、通学
区域の変更も検討可能

評 価

38
○

32
○

21
△63112,455㎡石神井東小

19
×

13
×

20
△5699,894㎡南が丘小

● 石神井東小は敷地に余裕があるが、通学経路に課題
がある

改築後の
設置可能教室数

統合後の
学級規模

校地面積

3,000㎡3,500㎡想定
学級数

R26年度
児童数計

494414,278㎡南田中小

26
×8031851621620－4R2.12石神井小

21
△6311334414413×59S41.3石神井東小

31
×9702368326819－4R2.7下石神井小

30
×9482266124794－21H16.2光和小

29
×8872160023719－12H24.11谷原小

20
△5691128212337未49S51.3南が丘小

＊特別支援学級あり

谷原小 候
補
校

12 12 13 12 13 13 13 13 13 13 12 12 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 1113 13
12 12 12 12

305 331
347 341 346 343 340 334 327 320 308 297 289 284 281 277 277 280 281 281 282 283 284 285 286 287

343 330 307 292 280 256
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●児童数推移（R7以降は推計）

石神井東小
南が丘小

候
補
校

石神井東小候
補
校

(人) (学級)

児童数

距離

敷地

南田中小

石神井東小
南が丘小

南が丘小

22

※ 設置可能教室数︓
改築後、必要な運動場面積
（3,500㎡・3,000㎡）
を確保した上で設置できる
普通教室数（机上計算値）

R11年度
都推計

R26年度
ビジョン推計候補校

学級数児童数学級数児童数

1225611287南田中小

※ 学級数︓11学級、9～10学級、8学級以下

過小

６ 評価まとめ

※ 想定学級数︓学級数の最大値と最小値から平均値を出して算出

◆ ビジョン推計で過小規模になる見込みだがボーダーである
◆ 統合可能なのは石神井東小だが、多くの児童が笹目通りを横断することになる
◆ 都推計では、令和11年度も適正規模となっている
◆ 南田中小は、近隣校の過大規模の状況により学区域変更の受け入れ候補校となる

次回令和10年度の計画策定時の状況を見て再検討

評 価

×
５ 人口変動の要素（都推計考慮）

※ 過小規模のボーダー付近は統合・再編の
検討を保留。両推計で10学級以下を対象

1.5 km

笹目通り



21 21 22 22 23 24 25 24 24 24 24 23 24 24 25 26 26 27 27 26 26 26 26 26 26 2624 23 22 21 20 19

679 701 719 740 721 739 744 737727 715705 697 716
735 755 776
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学級数(実績･ビジョン推計) 学級数(都推計) 児童数(実績･ビジョン推計) 児童数(都推計)

１ 候補校の基本情報

２ 許容範囲上限までの学級規模（参考）

３ 適正配置後の通学距離

４ 近隣校の受け入れ可否

合 計６年生５年生４年生３年生２年生１年生

739121131121128116122児童数

24444444学級数

長寿命化可否築年数建築年校地面積
○

（２F体）43S57.38,394㎡

令和６年５月１日現在●児童数・学級数

●施設保有情報

●児童数推移（R7以降は推計）
(人) (学級)

適正配置候補校の検討経過（開進第三小）

許容範囲
上限までの
学級規模

R26年度R６年度
長寿命化
可否

築年数

築年数建築年 残
学級数

残
児童数学級数児童数学級数児童数

2677524739○
２F体43S57.3開進第三小

1755271867174－0改築中旭丘小

114041333412316○66S34.3小竹小

134671127111258○
２F体61S39.3豊玉第二小

103621437613360○60S40.3豊玉東小

62201851817493○62S38.3
(R6長寿)開進第二小

51851955317525×53S47.3開進第四小

● 開進第三小は現在許容範囲で、
R26年度に26学級（775人）
の過大規模になる見込み

● 近隣の旭丘小、小竹小は統合の
方針を出している

● 都推計ではR11年度に19学級
（594人）と許容範囲であり、
ビジョン推計との差が大きい

● 学区域変更の検討が必要

評 価

評 価

評 価

ーー134677,552㎡豊玉第二小

12
○

6
×1036210,514㎡豊玉東小

7
○

2
×622010,470㎡開進第二小

15
○

10
○518513,248㎡開進第四小

● 開進第四小は敷地に余裕があり、運動場面積3,500㎡を
確保した上で、一定の学級数を受け入れられる見込み

改築後の
余剰教室数

許容範囲
上限までの
学級規模校地面積

3,000㎡3,500㎡残
学級数

残
児童数

8,394㎡開進第三小

距離

敷地

児童数

開三小

６ 評価まとめ

◆ ビジョン推計と都推計で評価が分かれており、現時点での判断は困難
◆ 改築による教育環境の確保を行った上で、支障が出る場合は学区域変更を検討
◆ 都推計では減少傾向で、令和11年度まで許容範囲の見込み

豊玉第二・豊玉東・
開進第二・開進第四
（学区域変更）

候
補
校

豊玉第二・豊玉東・
開進第二・開進第四
（学区域変更）

候
補
校

開進第三小
開進第二小

豊玉東小

豊玉第二小

開進第四小

旭丘小

小竹小

● 学区域変更のため通学距離に問題はない

豊玉第二・豊玉東・
開進第二・開進第四
（学区域変更）

候
補
校

※ 余剰教室数︓
改築後、必要な運動場面積
（3,500㎡・3,000㎡）と
教室数を確保した上で、他
校の児童を受け入れるため
に設置できる普通教室数
（机上計算値）

過大

23

R11年度
都推計

R26年度
ビジョン推計候補校

学級数生徒数学級数生徒数

1959426775開進第三小

※ 学級数︓25学級、26～27学級、28学級以上

※ 「－」は他校を受け入れる余裕教室なし

次回令和10年度の計画策定時の状況を見て再検討

評 価

※ 過大規模のボーダー付近は統合・再編の
検討を保留。両推計で25学級以上を対象

×
５ 人口変動の要素（都推計考慮）

1.5 km

１ km

̶
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１ 候補校の基本情報

２ 許容範囲上限までの学級規模（参考）

３ 適正配置後の通学距離

４ 近隣校の受け入れ可否

合 計６年生５年生４年生３年生２年生１年生

900155166161158123137児童数

27455544学級数

長寿命化可否築年数建築年校地面積
○

（２F体）60S40.313,881㎡

令和６年５月１日現在●児童数・学級数

●施設保有情報

●児童数推移（R7以降は推計）
(人) (学級)

適正配置候補校の検討経過（中村小）

許容範囲
上限までの
学級規模

R26年度R６年度
長寿命化
可否

築年数

築年数建築年 残
学級数

残
児童数学級数児童数学級数児童数

3094827900○
２F体60S40.3中村小

62201851817493○53S47.2豊玉小

41562058219554－14H23.2豊玉南小

83041643413412○
２F体62S38.2

(R7改築)中村西小

62261851217485－0改築中向山小

● 中村小は現在過大規模であり、
今後さらに増加する見込み

● 過去に30学級まで受け入れた
実績がある

● 近隣校に過小規模はなく、一部
許容範囲である

● 都推計ではR11年度に24学級
（723人）と許容範囲であり、
ビジョン推計との差が大きい

● 学区域変更の検討が必要

評 価

評 価

● 学区域変更のため通学距離に問題はない
● 平成30年度に中村小の通学区域の一部を
中村西小に変更している

評 価

18
○

12
○622011,459㎡豊玉小

0
×

0
×415611,468㎡豊玉南小

25
○

19
○830414,095㎡中村西小

0
×

0
×622610,796㎡向山小

● 豊玉小、中村西小は敷地に余裕があり、運動場面積3,500
㎡を確保した上で、一定の学級数を受け入れられる見込み

● 向山小は敷地が狭く、受け入れは難しい

改築後の
余剰教室数

許容範囲
上限までの
学級規模校地面積

3,000㎡3,500㎡残
学級数

残
児童数

13,881㎡中村小

距離

敷地

児童数

中村小

中村小

豊玉小
中村西小

向山小

豊玉南小

６ 評価まとめ

◆ ビジョン推計と都推計で評価が分かれており、現時点での判断は困難
◆ 改築による教育環境の確保を行った上で、支障が出る場合は学区域変更を検討
◆ 中村西小の改築は中村小の受け入れを見込んだ設計が必要

候
補
校
豊玉・豊玉南・中村西
・向山（学区域変更）

候
補
校
豊玉・豊玉南・中村西
・向山（学区域変更）

候
補
校
豊玉・豊玉南・中村西
・向山（学区域変更）

※ 余剰教室数︓
改築後、必要な運動場面積
（3,500㎡・3,000㎡）と
教室数を確保した上で、他
校の児童を受け入れるため
に設置できる普通教室数
（机上計算値）

24

R11年度
都推計

R26年度
ビジョン推計候補校

学級数生徒数学級数生徒数

2472330948中村小

※ 学級数︓25学級、26～27学級、28学級以上

過大

次回令和10年度の計画策定時の状況を見て再検討

評 価

※ 過大規模のボーダー付近は統合・再編の
検討を保留。両推計で25学級以上を対象

×
５ 人口変動の要素（都推計考慮）

1.5 km

１ km

̶

中野区



旭丘・小竹地域

① 旭丘小学校・小竹小学校・旭丘中学校を廃止し、新たな小中一貫教育校を設置する。
旭丘小学校・旭丘中学校については、先行して新たな小中一貫教育校の設置に向けた準備を開始する。

② 新たな小中一貫教育校は旭丘小学校と旭丘中学校の跡地に整備する。
③ 新たな小中一貫教育校における中学校の通学区域は、旭丘小学校と小竹小学校の通学区域を合わせた区域とする。
小学校の通学区域は、当面、旭丘小学校の通学区域を基本とする。

④ 小竹小学校の跡施設については、区の計画や地域のニーズ等を踏まえて検討を行う。

25

「旭丘小学校・小竹小学校・旭丘中学校の今後の対応方針」に基づく検討状況

１ 対応方針（令和元年８月）

２ 現状と今後の予定

◆ 旭丘・小竹地域の新たな小中一貫教育校「（仮称）みらい青空学園」は令和８年４月に開校予定
◆ 現在、旭丘小・旭丘中を先行して小中一貫教育校にするための準備を行っている

小竹小については、令和８年度の新校開校後の状況を確認し、統合に向けた調整を進める

第二次実施計画



今後の予定相手校名対象校名

令和８年度の新校開校後の状況を確認し、統合に向けた調整を
進める【敷地︓旭丘小・旭丘中を改築中】

旭丘小・旭丘中
(みらい青空学園)小竹小❹

適正配置候補校の検討経過【全体のまとめ】

選定フローで対象の学校の位置

選定フローで対象の学校

26

過小

小学校

大江戸線延伸区域

すでに方針が決定している学校

統合・再編

学区域変更中学校

❷

❸ ❹

❶

対象校 相手校 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18

❶ 豊渓中 光が丘第一中

❷ 光が丘第八小 田柄小
(光が丘秋の陽小)

❸ 春日小 練馬小・高松小

❹ 小竹小 旭丘小・旭丘中
(みらい青空学園) ●

● 統合
再編

学区域
変更

（地域調整）公表

（地域調整）

（統合準備）

田柄小の改築に合わせて統合・再編（令和16～18年頃）を検討公表

公表

公表 (仮称)みらい青空学園開校
状況確認

令和7年令和6年

3月2月1月12月11月10月9月8月7月

●●●適正配置
検討委員会

●●●●公共施設等
管理作業部会

策定パブ
コメ

第二次実施計画
の策定

適正配置の考えられるスケジュール 計画策定に向けたスケジュール

対象校(案)
の提示

素案
(案)

対象校の決定
・素案のたたき

パブコメ
報告

対象校(案)の提示 答申方針の確認

小学校

統合・再編

評価まとめ相手校名対象校名

田柄小の改築に合わせて光が丘第八小を統合・再編（令和16～18
年頃）する方向で検討 〈一部は光が丘秋の陽小へ ※要検討〉
【敷地︓田柄小を改築(光が丘秋の陽小の現校舎)】

田柄小
(光が丘秋の陽小)光が丘第八小❷

中学校

評価まとめ相手校名対象校名

令和11年度を目途に、豊渓中と光が丘第一中を統合・再編する
方向で検討【敷地︓光が丘第一中（現校舎）】光が丘第一中豊渓中❶

学区域変更

小学校

過小

過小･改築 過小

評価まとめ相手校名対象校名

令和９年度を目途に、練馬小・高松小の通学区域の一部を
春日小に編入する方向で検討 ※新入学１年生からを想定

練馬小
高松小春日小❸

過小

石神井南 光が丘第二 中村 大泉

大泉第一 橋戸 豊玉第二 南が丘 南田中 大泉学園
開進第三 中村

【 選定フロー④で対象外になった学校】

南が丘 大泉北 八坂 練馬東 豊玉 谷原 関
三原台 石神井東 貫井

大泉第六 石神井西 石神井台 泉新 富士見台 練馬第三

【 選定フロー①～③で対象外になった学校】

小学校

中学校

小学校

中学校

選定フローで対象外の学校

「旭丘小学校・小竹小学校・旭丘中学校の今後の対応方針」
に基づく検討状況


